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C 1 V C P) は25cmH 2 0 に保ち， norepinephrine CN E P) , isoproterenol C 1 S P) , phentolaｭ
mine CP HN) の三薬剤投与時の血行動態の反応を検討した。血行動態の指標として心拍出量
CCO)，心拍数 CHR)，平均大動脈圧 CAOP)，平均肺動脈圧 CP AP)，平均左房圧 CLAP)，
体血管抵抗 CSVR)，肺血管抵抗 CPVR) を測定した。各薬剤の投与量は， NEP は0.2 ， 0.4, 






1 )この実験モデルにおいて術後平均 5 時間19分::t42分の血行動態の観察が可能であった。 IVCP
を25cmH 2 0 に維持した時， CO は97 ::t 24ml/min/kg， A 0 P は73 ::t 17mmHg ， P A P は 17:t 
1 mmHg, LAP は 6 :t 3 mmHg, S V R は6 ， 160 ::t 2 ， 070dyne sec cm- 5, PVR は1 ， 360 ::t 643dyne
sec cm-5 であった。
2 -1) 容量負荷において， 1 V C P20cmH 2 0 を control とし， 25 , 30, 35cmH 2 0 に上昇させると
COは各レベルで有意に上昇した (P<O.01)。この時SVRには有意の変化はみられなかったが，
PVRは有意に低下した (P<0.05)
2 -2) 薬剤投与による指標別血行動態の測定値を，その control と各薬剤での変化が最も大きいもの
と比較すると， CO は， NEPでは97士 24から 79 ::t20ml/ min/kg に有意に低下し， 1 S P では
76 ::t 19から 92 ::t 24ml/min/kg， P HNでは66士 11から 88 ::t 22ml/min/kg にそれぞれ有意に上
昇した(いずれも P<O.Ol) o AO P は， NEP , ISPでは有意の変化を認めず， PHNでは66 ::t 13か
ら 56 ::t 14mmHg に有意に低下した (P<O.Ol) o LAP は， NEP , PHNでは有意の変化を認め
ず， 1 SPでは 5 ::t 2 から 3 ::t 3 mmHg に有意に低下した (P<O.Ol) o SVR は， NEP で6 ， 160 士
2 ， 070から 8 ， 590 ::t 2 ， 430dyne sec cm -5 に有意に上昇し， 1 S P で6 ， 810 ::t 2 ， 150から 5 ， 330 ::t 1, 460dyne 
sec cm -5, P H Nでは7 ， 360 ::t 1 ， 720から4 ， 370 ::t1， 250dyne sec cm- 5 にそれぞれ有意に低下した(し、
ずれも P<O.Ol) o P V R は， 1 S Pでは有意の変化を認めず， NEP で1 ， 360 ::t 643 から 1 ，840:t 




させる完全右心バイパスモデルを作成し， これを 9 頭に行い平均 5 時間19分の血行動態を観察しえ
た。
2. 中心静脈圧を20cmH 2 0 から35cmH 2 0 まで上昇させた容量負荷において，体血管抵抗に有意の変
化はみられず，肺血管抵抗は有意に低下し，心拍出量は有意に上昇した。
3. 薬剤に対する反応では， a) norepinephrine は，体血管抵抗および肺血管抵抗を有意に上昇させ，
心拍出量を有意に低下させ， b) isoproterenol は肺血管抵抗に有意の変化を与えず，体血管抵抗







成し，このモデルにおいて， norepinephrine は体および肺血管抵抗を上昇させ， isoproterenol は，体
血管抵抗および左房圧の低下をもたらし， phen tolamine は体および肺血管抵抗を低下させ，心拍出量
は後 2 者で増加することを明らかにしたものであるO
この成績は，複雑心奇形に対する完全右心バイパス術後急性期の治療に有用な知見であり，学位に値
すると考える O
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